
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「月根尾」とは、学校のある地域の古名 

「突根尾原」に由来する地名です 

 

題字は書道同好会の 

景山英さんの作品です 

 鵬雲祭ではさまざまな心に残る場面があり枚挙

にいとまがないが、その中で私のベストを挙げると

すれば、体育祭の応援合戦の最初に行われた校歌の

リレー合唱である。採点の対象になっていたという

事情はあるにせよ、これだけ大きな声を出して校歌

を歌う姿は本当に頼もしく、感激した。音程をほぼ

度外視し、声量に全てを注ぎ込んだ校歌は合唱とい

うより応援歌に近いものであったが、着任以来私が

ずっと欲していたのはまさにこの姿である。 

コロナ禍（この表現が少し古く感じられるように

なった）の中、飛沫感染のリスクを避けるため、学

校から歌う文化が急速に失われていった。このイン

パクトはことのほか大きく、マスクの縛りから解放

されコロナが収束したあとでも、県総体の壮行式等

でなかなか気合いの入った校歌が聞かれず残念に

思っていた。その校歌が体育祭で復活の狼煙を上げ

たのである。これを喜ばずにいられようか。 

 この他、最近の校歌をめぐる動きとしては、報道

部の三上薫さん（３－２）が校歌に込められた平和

への願いを探るラジオドキュメント部門の番組

（『時を超えて流れる言葉』）を作成してくれた。あ

りがとう。また、５月の鵬雲会総会においては大谷

会長の発案で締めに校歌が歌われた。ラジカセから

流れるメロディーに合わせて歌う数分間、卒業生の

方々の心の中には、過ぎ去った高校時代のシーンが

浮かんでいたに違いない。楽しかったこと、辛かっ

たこと、そして甘くてほろ苦い思い出も…。そして、

野球部の諸君はこの夏、球場で３回も校歌を歌っ

た。高校スポーツで勝利のセレモニーとして校歌が

セットになっているのは野球だけであり、校歌の力

をもっとも体感しているのが君たちである。 

 卒業式で、体育祭の再現をしてくれることを強く

期待している。私も負けずに歌いたい。 

校長 岡 秀樹 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の鵬雲祭は「最高傑作〜永遠の Highlight に〜」をもとに創り上げ

てきました。コロナ明けから自由にできるようになった昨年度の鵬雲祭のよか

ったところや反省から、今年の鵬雲祭は過去にない最高の鵬雲祭を創ろうと

いう思いで準備しました。準備期間は夏休みが明けてから 1 週間と短く、大

変だったと思います。文化祭では今年からクラスパビリオンでテーマが設定さ

れるなどできることが限られる部分もありましたが、各クラスの個性が溢れて

いました。体育祭では台風の影響があり延期になってしまいましたが、当日は

体育祭日和の快晴、全員笑顔で楽しく終わることができました。無事に鵬雲

祭を行うことができたのは実行委員や生徒の皆さん、先生方、地域の方など

たくさんの方の協力があったからです。本当にありがとうございました。 

台風の影響で予備日に行われた体育祭。競技種目の変更等がありましたが、生徒たちは「最高傑作

～永遠の Highlight に～」のスローガンのもと、出場種目や応援合戦を全力で楽しんでいました。平

日にも関わらずたくさんの保護者や地域の皆様がお越しくださいました。玉入れや綱引き競技にも参

加して一緒に盛り上げていただき、ありがとうございました！ 

ご協力いただいたＰＴＡ評議員の皆様。「おいしいご飯が食べら

れて幸せ！」という感想がありました。ありがとうございました！ 

文化部の日頃の活動や成果を感じる展示や催しなどが光っていた文化祭。ミュージックコンテ

ストやクラスパビリオンでは、クラスの団結力や発想の豊かさを感じることができました。 

 神楽愛好会の演目「土蜘蛛」では、【日藝選奨】受賞の見事な演舞に加え、鵬雲祭ならではの演

出もあり、会場は大いに盛り上がりました。 

 

３年２組の生命地域学Ⅱ課題研究発表。２つの班が代表で発表を 

行いました。詳しくは最終ページをご覧ください。 

※文化祭２日目は、町内の小中学生を招いて吹奏楽部合同演奏やクラスパビリオンを楽しんでもらう予定でしたが、台風の影響で残念ながら叶いませんでした。 

生徒会長 和久利 昊生 

お茶席 

e スポーツ 

新聞紙スリッパ 

体験等  
体験型  

展示  

アナウンス 
披露等  

サイエンス 

クッキング等 

【土蜘蛛】披露  

演奏会  



 

１２日（土）第２回オープンハイスクール 

２１日（月）第２回生徒総会 

      ＳＣ来校（午後：高橋先生） 

２４日（木）第２回球技大会 

２５日（金）１年生・１年生保護者対象 

コース選択説明会 

９月２６日（木）中間試験（～１０／１） 

１０月 ３日（木）ＳＣ来校（午後：高橋先生） 

４日（金）１年生中高Ｒ５４周辺ボランティア清掃 

９日（水）２年生研修旅行（～１１日） 

放課後家庭学習日 

１０日（木）ＳＣ来校（午前：菅先生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校だより月根尾９月号 令和６年９月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

第６５回全日本吹奏楽コンクール島根県大会 

【高等学校小編成の部】 演奏曲『風之舞』 

島根県高等学校テニス新人大会（個人の部） 

出雲地区予選 

【ダブルス】５ペア出場 

  金山小雪・原菜月ペア 

【シングルス】１０名出場 

  吉川愛和 

第５１回島根県高等学校１年生卓球大会 

【男子学校対抗】飯南 ０－２ 松江高専Ａ 

【男子シングルス】３名出場 

【女子シングルス】２名出場 

  明見菜々子 ３回戦進出 

Ａ：い～にゃん観光ツアー絵本を作ろう 

Ｂ：外国の方に飯南町のことを知ってもらおう！ 

Ｃ：メロン農家を救え！ 

Ｄ：パプリカを食べよう！ 

Ｅ：アイガモ農法をもっと有名に 

Ｆ：つながりを広めよう 

Ｇ：子どもたちとふれあい、冒険の森を有名にする 

Ｈ：飯南町のクロモジの魅力を伝える 

Ｉ：山菜魅力化プロジェクト 

これまでは１組のみが行っていた課題研究ですが、

昨年度から２組も含めた学年全体が課題研究を行っ

ています。２年生から課題研究に取りかかり、１年以

上かけて取り組んできた成果を３年２組が発表しま

した。（１組の最終発表は１１月に行う予定です） 

最終発表の様子はこちらのＱＲ

コードからご覧になれます。 

８月３０日の鵬雲祭では、 

Ｂ班、Ｃ班が代表で発表しました。 

最終発表から更に内容を深め、集大成の 

取組をしっかりと発信していました。 

今後課題研究を行う後輩や３年１組の 

生徒の良い刺激にもなりました。 


